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定数 1減 賛成多数可決定数 1減 賛成多数可決
10月一般選挙より 定数12へ10月一般選挙より 定数12へ

議員定数を現行の１３から１２とする条例改正案を、議員定数を現行の１３から１２とする条例改正案を、
水口昭彦議員、西川有議員、松浦昶議員、東條昭二議員、奥尾周二議員、水口昭彦議員、西川有議員、松浦昶議員、東條昭二議員、奥尾周二議員、
大西正一議員、根ヶ山昇議員の７氏の連名で提出され、反対者・賛成者の大西正一議員、根ヶ山昇議員の７氏の連名で提出され、反対者・賛成者の

討論の後、起立採決にて賛成多数で可決いたしました。討論の後、起立採決にて賛成多数で可決いたしました。

提案説明提案説明　水口議員　水口議員

議 員 1減することで、年間約 420 万円、４年間で約 1,700 万円
の経費が削減できる。削減した経費を、町民の皆様への施策

に充てるべきである。
　人口が同規模の町でも定数が 12名であり、行政のチェック機能は
十分に果たせている。

賛成討論賛成討論　東條議員　東條議員

過 去にも定数削減をしているが、町民生活に支障を来した、ま
ちづくりが後退した、チェック機能が低下したという状況は

ない。住民生活に大きな影響となっている物価高騰対策などに充て
るべきであり、議会自ら身を切る改革が必要である。

反対討論反対討論　石田議員　石田議員

立 候補をうわさされる方は、現在の定数以上いると思われる。定
数を削減すれば得票率も上がり、立候補をためらう方も出て

くるのではないか。削減することで、将来にわたって多様化した住
民の声や事業ができにくくなる。

反対討論反対討論　三原議員　三原議員

削 減根拠が明確でなく、議員一人減るだけで、町民の声を拾う
受皿も減る。定数削減、定数割合を減らすことで、若手議員

が現れにくいデメリットもある。議会の発言力が低下する根本的な
改正であり、十分議論を重ねるべきである。
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令和５年第２回定例会提出議案令和５年第２回定例会提出議案
会期は６月５日～ 14 日、議案 25 案件

（報告８件、議案 15 件、追加議案２件）
全て可決されました。

●
板
野
町
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

主
に
、
中
小
事
業
者
の

先
端
設
備
導
入
促
進
の
た

め
償
却
資
産
税
の
軽
減
措

置
を
創
設

●
板
野
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

主
に
、
国
保
税
の
課
税

限
度
額
の
引
上
げ
や
軽
減

判
定
所
得
見
直
し
に
つ
い
て

の
改
正

●
令
和
５
年
度　
板
野
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�

８
︐１
３
５
万
円
追
加

　

主
に
、
価
格
高
騰
重
点

支
援
交
付
金
等
を
活
用
し

た
以
下
の
事
業
を
実
施
す

る
た
め
増
額
補
正

•
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業（
予
算
額
２
︐

７
０
０
万
円
）

　

�　

町
内
在
住
の
方
で
世

帯
当
た
り
４
万
円
を
上

限
に
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
発
行

•
給
食
費
免
除
（
予
算
額

１
︐４
５
６
万
円
）

　

�　

６
月
か
ら
来
年
３
月

ま
で
免
除

•
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
事
業
（
予

算
額
１
︐２
３
５
万
円
）

　

�　

低
所
得
の
子
育
て
世

帯
の
児
童
１
人
当
た
り

５
万
円
支
給

●
令
和
５
年
度　
板
野
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
営
業
収
益
３
︐
８
０
０

万
円
減
額

●
令
和
５
年
度　
板
野
町

下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
営
業
収
益
６
０
０
万
円

減
額

　

�　

６
月
・
７
月
請
求
分

の
水
道
料
金
・
下
水
道

料
金
の
免
除
の
た
め

●
令
和
５
年
度　
板
野
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

�

６
︐
８
４
７
万
円
追
加

　

�　

主
に
、
左
記
の
給
付

金
給
付
事
業
を
実
施
す

る
た
め
増
額
補
正

•
電
力
・
ガ
ス・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
給

付
金（
予
算
額
５
︐８
１

５
万
６
︐０
０
０
円
）

　

�　

住
民
税
非
課
税
世
帯

１
世
帯
当
た
り
３
万
円

を
給
付

●�

令
和
４
年
度　

板
野
町

一
般
会
計
継
続
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

●�

令
和
４
年
度　

板
野
町

一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

●�

令
和
４
年
度　

板
野
町

水
道
事
業
会
計
予
算
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て　 

板
野
町

農
業
委
員
会
委
員

　

14
名
が
任
命
の
同
意
を

得
ま
し
た
。
任
期
は
、
令

和
５
年
７
月
20
日
か
ら
３

年
間
で
す
。

●
鳥
羽　
宏
和
（
矢　
武
）

●
藤
井　
義
之
（
羅　
漢
）

●
近
藤　
博
三
（
那　
東
）

●
石
田　
　
徹
（
古　
城
）

●
犬
伏　
秀
昭
（
西
中
富
）

●
秦　
　
浩
恵
（
西
中
富
）

●
石
川　
五
重
（
川　
端
）

●
森
川　
博
之
（
羅　
漢
）

●
手
塚　
文
敬
（
大　
寺
）

●
多
田　
愛
弓
（
大　
寺
）

●
漆
原　
重
生
（
大　
寺
）

●
藤
井　
美
穂
（
吹　
田
）

●
多
田　
朋
資
（
中
久
保
）

●
稲
實　
孝
二
（
大　
寺
）

　 

追
加
議
案

●�

板
野
町
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て�

P
２
参
照

●�

物
価
高
騰
に
見
合
う
生

活
保
護
基
準
の
引
上
げ

を
求
め
る
意
見
書

�

P
８
参
照

　 

専
決
処
分
を

　 

承
認
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一　般　質　問

石
いし

田
だ

　実
みのる

 議員

質問事項：地球温暖化対策について

太陽光発電設備に
補助金を出しては！

方
に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

活
動
を
促
進
す
る
「
実
行

計
画
（
区
域
施
策
編
）」

の
策
定
は
、
皆
様
の
ご
協

力
が
必
要
で
あ
り
、
普
及
・

啓
発
を
よ
り
一
層
力
を
入

れ
、
国
や
県
な
ど
の
情
勢

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
課

題
と
し
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

●
若
者
の
移
住
・
定
住
促

進
に
つ
い
て

問
国
は
、「
第
6
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
政

策
」
を
2
0
2
1
年
10

月
に
決
定
し
、
2
0
3
0

年
度
に
2
0
1
3
年
度

比
46
％
削
減
、
2
0
5
0

年
度
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
、
実
質
ゼ
ロ
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
全
国
で
も

「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

法
」
に
基
づ
い
て
、
温
暖

化
対
策
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
国
も
再
エ
ネ
を
活

用
し
た
地
域
脱
炭
素
化
を

進
め
て
お
り
、
町
内
の
公

共
施
設
に
も
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
停
電
時
等
防
災
上

の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

が
、
初
期
投
資
・
維
持
費

等
莫
大
な
費
用
を
要
し
、

ま
た
、
施
設
の
耐
力
の
問

題
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
部

分
も
あ
る
。
既
に
公
共
施

設
11
か
所
に
設
置
済
み
で

あ
り
、
他
の
公
共
施
設
への

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問
家
の
屋
上
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
18
枚
、

約
5
・
11

kw
を
設
置
し
た

場
合
、
年
間
1.6
ｔ
の
C
O
2

削
減
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
ま
た
、
災
害
時
に
停

電
し
た
場
合
、
一
定
の
発

電
は
行
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

各
戸
に
太
陽
光
発
電
設
備

に
補
助
金
を
出
し
て
は
ど

う
か
。

答
太
陽
光
発
電
設
備

等
の
設
置
は
C
O
2

排
出
削
減
に
な
る
と
思
う

が
、
公
平
公
正
な
観
点
か

ら
、
現
時
点
で
は
補
助
金

の
交
付
は
考
え
て
い
な
い
。

再
問
「
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
、
県
も
太
陽
光
発

電
導
入
を
支
援
す
る
」
と

い
う
新
聞
記
事
が
載
っ
た
。

県
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
、

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答
知
事
は
補
正
予
算
で

「
太
陽
光
発
電
導
入

を
支
援
す
る
」
と
の
こ
と

で
あ
り
、
県
の
動
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
町
独
自
で

の
対
応
も
慎
重
に
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

問
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
で
は
、「
再

エ
ネ
の
利
用
促
進
、
事
業

者
・
住
民
の
削
減
活
動
促

進
、
地
域
環
境
整
備
な
ど
」

が
書
か
れ
て
お
り
、
当
然
、

削
減
目
標
も
決
ま
っ
て
い

る
。
本
町
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
「
板
野
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画

（
事
務
事
業
編
）」
は
策
定

済
み
。
町
民
・
事
業
者
の

一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

三
み

原
はら

　大
だい

輔
すけ

 議員

質問事項：板野町の大規模盛土の調査について

くらしを守るため
地盤調査は必須！

変
重
要
な
政
策
。
是
非
、

早
急
に
地
盤
調
査
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
。

答
当
該
集
合
住
宅
地
の

「
地
盤
沈
下
」「
擁

壁
の
ク
ラッ
ク
」「
側
溝
の
ず

れ
」は
認
識
し
て
い
る
。
ス
ー

パ
ー
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
北
側
道

路
の
町
管
理
部
分
の
町
道

擁
壁
は
、
北
側
擁
壁
部
分

に
背
面
陥
没
が
あ
り
、
基
礎

の
沈
下
に
よ
り
擁
壁
に
ク

ラ
ッ
ク
が
生
じ
て
い
る
状
況
。

問
令
和
3
年
9
月
議

会
で
の「
オ
リ
ン
ポ

ス・パ
ノ
ラ
マ
ニュ
ー
タ
ウ
ン・

ス
ー
パ
ー
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
集

合
住
宅
地
の
地
盤
調
査
を

早
急
に
行
う
べ
き
。」
の
質

問
で
、「
実
施
時
期
に
つ
い

て
は
県
と
協
議
し
、
し
か
る

べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
い
た

い
。
調
査
に
つ
い
て
は
、
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
県
と

実
施
時
期
を
確
認
し
て
い

く
。」
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

現
在
、
徳
島
県
と
地
盤
調

査
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

協
議
を
行
って
い
る
の
か
。

答
地
盤
調
査
の
実
施
時

期
につい
て
は
、
国
の

目
標
（
令
和
7
年
度
末
ま

で
に
着
手
率
60
％
）
に
向
け

て
調
整
し
て
い
る
。
徳
島
県

よ
り
県
内
市
町
村
の
進
捗

状
況
の
情
報
提
供
の
み
で
あ

り
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て

協
議
を
行って
い
く
予
定
。

再
問
「
今
後
、
協
議

を
行
っ
て
い

く
。」
と
の
こ
と
だ
が
、
今

ま
で
協
議
を
行
っ
て
い
な

かっ
た
の
か
。

答
進
捗
状
況
の
提
供
の

み
と
なって
お
り
、
町

か
ら
県
に
働
き
掛
け
が
で
き

て
い
な
い
状
況
。
国
の
目
標

に
向
け
て
、
今
後
、
県
と
協

議
を
行って
い
く
予
定
。

問
一
昨
年
の
9
月
か

ら
今
ま
で
行
わ
れ
て

い
な
い
の
は
、
大
変
心
外
。

当
該
集
合
住
宅
地
で
は
、

目
に
見
え
る
範
囲
で
も
一
部

「
地
盤
沈
下
」「
擁
壁
の
ク

ラ
ッ
ク
」「
側
溝
の
ず
れ
」
な

ど
が
あ
り
、
知
識
の
な
い

私
か
ら
見
て
も
危
険
な
予

兆
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
、
県
と
の
協
議
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
防

災
は
、
人
命
が
懸
か
る
大

該
当
区
域
に
は
、
個
人
所
有

の
擁
壁
も
点
在
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
問
題
も
考
慮

し
、
地
盤
調
査
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
の
質
問

●
し
尿
処
理
施
設
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て

●
放
棄
空
き
家
、
空
き
地

の
美
化
に
つ
い
てスーパーリッチランド北側道路

5 議会だより いたの 2023 年９月



一　般　質　問

天
あ

羽
もう

　生
いく

美
み

 議員

質問事項：�改正マイナンバー法と健康保険証の
廃止について

資格確認書で
医療は受けられるのか！

割
か
ら
３
割
の
自
己
負
担

割
合
も
記
載
す
る
方
向
で

調
整
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

「
資
格
確
認
書
」
で
保
険

診
療
は
可
能
で
あ
る
。

再
問
私
自
身
は
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
申
請
す
る
つ
も

り
は
な
く
、保
険
税
を
払
っ

て
い
る
の
に
資
格
確
認
書

で
医
者
に
掛
か
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
非
常
に
心
外

で
あ
る
。
資
格
確
認
書
で

は
、
医
療
を
受
け
た
場
合

に
10
割
払
わ
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
心
配
が

あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
は
全
く
な
い
の
か
。

問
通
常
国
会
で
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
案

が
提
出
さ
れ
た
が
、
健
康

保
険
と
一
体
化
す
る
た

め
、
来
年
秋
に
健
康
保
険

証
が
廃
止
さ
れ
る
。
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
、
大

き
な
問
題
点
が
出
て
き
て

い
る
が
、
国
会
で
は
、
強

行
採
決
を
行
っ
た
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

す
る
か
ど
う
か
は
、
個
人

の
自
由
意
志
に
基
づ
く
は

ず
で
あ
る
が
、
健
康
保
険

証
と
一
体
化
す
る
な
ど
、

何
が
何
で
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
わ
せ
た

い
と
の
国
の
強
権
的
な
や

り
方
を
感
じ
ざ
る
を
得
な

い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証

を
受
け
付
け
た
開
業
医
の

65
％
が
「
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
。」
と
回
答
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
、
大
き
な
混
乱
が
あ

る
。
現
在
の
健
康
保
険
証

で
は
、
役
場
か
ら
全
て
の

被
保
険
者
に
対
し
て
保
険

証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取

得
し
て
い
な
い
人
の
健
康

保
険
証
は
、
ど
う
な
る
の

か
。
健
康
保
険
証
を
廃
止

し
た
場
合
、
健
康
保
険
の

資
格
は
何
を
も
っ
て
示
す

の
か
。

答
健
康
保
険
証
は
来

年
秋
に
廃
止
さ
れ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一

体
化
さ
れ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
な
い

場
合
、
保
険
者
が
「
資
格

確
認
書
」
を
無
償
で
発
行

す
る
。

　
「
資
格
確
認
書
」
に
は
、

被
保
険
者
番
号
や
保
険
者

情
報
な
ど
、
資
格
を
確
認

で
き
る
内
容
と
併
せ
、
１

答
資
格
確
認
書
に
は
１

割
か
ら
３
割
の
自
己

負
担
割
合
も
記
載
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
も
っ
て

保
険
診
療
が
可
能
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
質
問

●
老
朽
化
し
た
羅
漢
、
山

下
、
川
端
の
三
団
地
に

つ
い
て

一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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水
みず

口
ぐち

　昭
あき

彦
ひこ

 議員

質問事項：災害予防対策として町内の
　　　　　河川改修について

大坂谷川・宮川内谷川・旧吉野川

堆積土砂等の撤去を！

望
箇
所
の
現
地
視
察
が
あ

り
、
し
ゅ
ん
せ
つ
等
の
要
望

箇
所
の
現
地
説
明
を
予
定

し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
質
問

●
徳
島
県
公
立
高
校
の
学

校
選
抜
制
度
の
学
区
制

の
廃
止
に
つ
い
て

問
近
年
の
気
候
変
動

に
よ
り
、
線
状
降

水
帯
等
の
発
生
に
伴
い
、

集
中
豪
雨
等
に
よ
り
氾
濫

等
が
増
加
し
て
い
る
が
、

町
内
河
川
の
現
状
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
。

答
本
町
は
天
井
川
が

多
く
、
気
候
変
動

に
よ
る
線
状
降
水
帯
の
発

生
で
、
河
川
の
氾
濫
に
よ

る
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
土
砂
の
堆
積
や
水
の

流
れ
を
阻
害
す
る
箇
所
も

あ
り
、
河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ

等
を
含
め
、
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。問

町
は
、
県
管
轄
河

川
で
あ
れ
ば
県
、

国
管
轄
河
川
で
あ
れ
ば
国

交
省
等
に
要
望
す
る
立
場

で
あ
る
。
3
年
ほ
ど
前
か

ら
、
大
坂
谷
川
・
宮
川
内

谷
川
は
土
砂
等
を
撤
去
す

る
工
事
は
始
ま
っ
て
お
り

非
常
に
良
い
こ
と
で
あ
る

が
、
大
坂
谷
川
に
お
い
て

は
、
期
待
し
た
ほ
ど
堆
積

土
砂
が
撤
去
で
き
て
い
な

い
。
も
っ
と
土
砂
を
撤
去

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
今
後
の
考
え
は
。

答
大
坂
谷
川
・
宮
川

内
谷
川
の
掘
削
が

不
十
分
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
大
坂
谷
川
の
し
ゅ
ん
せ

つ
等
は
、
随
時
、
県
へ
要
望

し
て
い
る
。
宮
川
内
谷
川

の
し
ゅ
ん
せ
つ
等
は
、
古
城

橋
か
ら
唐
園
地
区
ま
で
は

し
ゅ
ん
せ
つ
と
樹
木
伐
採
の

工
事
等
が
完
了
し
て
お
り
、

今
後
、
唐
園
か
ら
上
流
に

つ
い
て
も
要
望
す
る
。

問
旧
吉
野
川
の
東
徳

島
医
療
セ
ン
タ
ー

付
近
の
合
流
地
点
は
、
土

砂
が
堆
積
し
て
い
る
。
流

入
す
る
下
流
河
川
の
水
が

捌
け
な
い
と
、
大
坂
谷
川・

宮
川
内
谷
川
を
含
め
、
上

流
河
川
は
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
ず
、
旧
吉
野
川
の
し
ゅ

ん
せ
つ
も
早
期
に
実
現
で

き
る
よ
う
強
く
要
望
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
要
望
、
取
組
は
。

答
国
土
交
通
省
河
川

事
務
所
へ
随
時
要
望

し
て
い
る
。
6
月
28
日
に

同
事
務
所
に
よ
る
本
町
要

一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

大坂谷川　河川掘削状況
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物価高騰に見合う生活保護基準の引上げを求める意見書
� 提出議員　石田　実　議員

� 天羽生美　議員

　41 年ぶりの物価高騰は、全ての国民を苦しめ、夏には2万品目の

食料品が値上げされる見込みで、更に長期化するとみられている。

　厚生労働省は、2023 年度の生活保護費を据え置き、公的年金支

給額を低い伸びに抑えたため、実質的引下げとなっている。過去

1973、74 年のオイルショック時の物価高騰には、2年間で6度にわ

たり、生活保護基準引上げや手当の支援があった。

　2013～15 年、2018～20 年には、相次いで生活保護基準が引

き下げられている。生活保護基準は様々な制度の土台となっているた

め、生活保護を利用していない多くの国民にも多大な影響を及ぼすも

のである。

　よって、物価高騰に見合う生活保護基準の引上げを求める。

物価高騰に見合う生活保護基準の引上げを要望

審議・採決の結果、全員賛成で可決し関係機関に提出しました。

産

業

建

設

常
任
委
員
会

　
令
和
５
年
５
月
22
日
に
産
業
建
設
常

任
委
員
会
委
員
、
町
長
始
め
担
当
課

職
員
出
席
の
も
と
、「
令
和
5
年
度
町

単
独
土
木
事
業
の
施
工
要
望
箇
所
に
つ

い
て
」
協
議
し
、
令
和
4
年
度
よ
り
の

継
続
箇
所
5
か
所
、
本
年
度
新
規
要

望
箇
所
15
か
所
の
う
ち
11
か
所
、
工
事

費
1
0
0
万
円
以
下
の
要
望
箇
所
9

か
所
に
つ
い
て
は
全
て
の
箇
所
に
つ
い

て
、
概
算
工
事
費
3
︐8
4
0
万
円
で

実
施
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。
ま
た
、

新
規
要
望
箇
所
の
残
り
４
か
所
に
つ
い

て
は
、
他
事
業
等
で
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。
委
員
会
で
決
定
し
た
事
項
は
、

6
月
5
日
に
開
催
し
た
全
員
協
議
会
で

報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。
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的
に
塗
装
の
剥
が
れ
、一部

ク
ラ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
、
外
壁
全
体

の
修
繕
工
事
を
行
う
予
定
。

併
せ
て
屋
上
防
水
調
査
を

行
い
、
結
果
に
よ
っ
て
は
、

防
水
工
事
も
検
討
す
る
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
４
月
25
日
・
５
月
１
日
・

６
月
５
日
に
、
早
急
に
実

施
す
る
必
要
の
あ
る
事
業

予
算
（
一
般
会
計
、
水
道

事
業
会
計
、
下
水
道
事
業

会
計
）の
専
決
処
分（
P
3

参
照
）
の
了
承
な
ど
、
町

づ
く
り
に
関
わ
る
重
要
事

項
に
つ
い
て
協
議
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
板
野
保
育
園
耐
震
診

断
結
果
に
つ
い
て

　

令
和
4
年
度
で
保
育
室

3
棟
に
つ
い
て
耐
震
診
断
を

行
っ
た
結
果
、「
耐
震
性
を

確
保
し
て
安
全
で
あ
る
」

と
の
結
果
と
な
っ
た
。
経
年

劣
化
に
よ
り
外
壁
が
全
体

　
　
令
和
5
年
度
公
共
下

水
道
（
島
中
須
地
区
）

の
管
渠
築
造
工
事
の
入

札
に
つ
い
て

　

4
月
27
日
に
実
施
し
た

４
件
の
工
事
の
入
札
に
お
い

て
、
入
札
会
終
了
後
誤
り

が
発
覚
し
た
。
こ
れ
は
令

和
4
年
11
月
に
最
低
制
限

価
格
の
算
出
式
を
改
定
し

て
い
た
が
、
変
更
前
の
算

出
数
値
で
設
定
し
、
誤
っ

た
最
低
制
限
価
格
に
よ
り

落
札
候
補
者
の
決
定
を
し

て
い
た
も
の
で
、
当
該
工
事

の
入
札
参
加
業
者
に
説
明

等
を
行
い
、
入
札
を
無
効

と
し
再
入
札
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
原
因
は
、
入
札

管
理
シ
ス
テ
ム
の
確
認
ミ
ス

で
あ
り
、
関
係
者
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た

こ
と
、
ま
た
、
今
後
、
複

数
職
員
に
よ
る
確
認
作
業

の
徹
底
、
他
の
事
務
に
お
い

て
も
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起

き
な
い
よ
う
チ
ェッ
ク
体
制

を
強
化
し
、
再
発
防
止
に

努
め
る
と
の
報
告
が
あ
り
、

議
会
か
ら
も
チ
ェッ
ク
機
能

を
十
分
に
し
、
業
務
を
行

う
よ
う
申
し
添
え
ま
し
た
。

　
　
㈱
ア
メ
イ
ズ
と
の
災

害
時
に
お
け
る
宿
泊
等

の
施
設
提
供
に
関
す
る

協
定
に
つ
い
て

　

令
和
5
年
10
月
上
旬

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
る
、
道
の
駅

「
い
た
の
」
に
隣
接
す
る
ホ

テ
ル
ア
メ
イ
ズ
徳
島
板
野
店

に
お
い
て
、
災
害
時
に
お
け

る
宿
泊
等
の
施
設
提
供
に

関
す
る
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
内
容
は
、

災
害
対
策
本
部
設
置
に
伴

い
、
関
係
職
員
及
び
他
県

や
町
外
か
ら
の
応
援
職
員

の
受
援
に
際
し
、
町
か
ら

の
要
請
時
点
で
ホ
テ
ル
側
が

提
供
で
き
る
可
能
な
範
囲

で
、
宿
泊
や
施
設
及
び
食

料
等
の
提
供
を
い
た
だ
く

も
の
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
費

用
は
町
が
負
担
す
る
こ
と

の
報
告
を
受
け
了
解
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
　
国
営
総
合
農
地
防
災

事
業
に
お
け
る
総
事
業

費
の
改
定
に
つ
い
て

　
「
国
営
総
合
農
地
防
災

事
業
（
吉
野
川
下
流
域
地

区
）」
は
、
農
林
水
産
省
が

事
業
主
体
（
令
和
６
年
３

月
に
水
資
源
機
構
へ
承
継

予
定
）
と
な
り
、
3
市
５
町

（
徳
島
市
・
鳴
門
市
・
阿
波

市
・
松
茂
町
・
北
島
町
・

藍
住
町・板
野
町・上
板
町
）

に
農
業
用
基
幹
水
路
等
を

整
備
し
、
農
業
用
水
の
水

質
改
善
に
よ
り
生
産
性
の

向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
3
年
度
よ
り

事
業
を
実
施
。
令
和
７
年

度
の
完
成
が
迫
る
中
、
近

年
の
物
価
高
騰
に
よ
る
影

響
か
ら
、
総
事
業
費
を
1
︐

6
2
6
億
円
か
ら
1
︐

6
3
0
億
２
千
万
円

（
4
億
２
千
万
円
増
）
へ
改

定
す
る
案
が
国
よ
り
示
さ

れ
、
町
負
担
が
1
6
0
万

円
に
抑
え
ら
れ
る
令
和
7

年
度
ま
で
に
改
修
を
行
え
る

よ
う
、
総
事
業
費
の
改
定
に

つ
い
て
了
承
を
い
た
し
ま
し

た
。

全
員
協
議
会
報
告

9 議会だより いたの 2023 年９月



４
月

11
日�

板
野
郡
町
議
会
議
長
会

定
例
会
（
松
茂
町
）

20
日�

議
会
広
報
特
別
委
員
会

25
日�

議
会
全
員
協
議
会

�

議
会
広
報
特
別
委
員
会

５
月

1
日�

議
会
全
員
協
議
会

9
日
～
11
日

�

行
政
視
察
の
実
施

�

（
北
海
道
仁
木
町
ほ
か
）

15
日�

議
会
広
報
特
別
委
員
会

18
日�

徳
島
市
議
会

�

議
長
・
副
議
長
来
訪

19
日�

松
茂
町
議
会　

�

議
長
・
副
議
長
来
訪

22
日�

産
業
建
設
常
任
委
員
協

議
会

23
日�

議
長
・
副
議
長
研
修
会

（
東
京
都
千
代
田
区
）

29
日�

議
会
運
営
委
員
会

�

議
会
広
報
特
別
委
員
会

６
月

5
日�

６
月
議
会
定
例
会
開
会

議
会
全
員
協
議
会

6
日�
産
業
建
設
常
任
委
員
協

議
会

7
日�

総
務
文
教
常
任
委
員
協

議
会

8
日�

厚
生
常
任
委
員
協
議
会

13
日�

一
般
質
問
・
議
会
運
営

委
員
会

14
日�

議
案
審
議

�

6
月
議
会
定
例
会
閉
会

�

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
の
う
ご
き

［発行］板野町議会　［編集］議会広報特別委員会　〒779-0192　徳島県板野郡板野町吹田字町南22-2
☎（088）672-5991　Fax（088）672-1115　【E-mail】gikai@town-itano.i-tokushima.jp

傍
聴
の
ご
案
内

　
定
例
会
議
は
、
３
月
・

６
月
・
９
月
・
12
月
に
開

催
し
ま
す
。
議
場
で
ど
の

よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る

の
か
、
お
越
し
い
た
だ
き

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
は
議
会
事

務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

議
会
だ
よ
り
意
見
募
集

　

議
会
だ
よ
り
は
、
今

回
が
２
回
目
の
発
刊
と
な

り
ま
す
が
、
よ
り
充
実
し

た
内
容
に
す
る
た
め
、
町

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
議
会
だ

よ
り
に
つ
い
て
ご
意
見
い

た
だ
け
る
方
は
、
下
記
の

連
絡
先
（
電
話・メ
ー
ル・

Ｆ
Ａ
Ｘ
）
ま
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

初
刊
号
で
は
、
文
字
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
第
2
号
の
編
集
は
、
仁
木
町
議
会
が
心

掛
け
て
い
る
編
集
校
正
や
、
こ
れ
か
ら
板
野
町
が

す
べ
き
広
報
活
動
の
助
言
を
活
か
し
た
校
正
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
色
調
の
オ
レ
ン
ジ
色
は
本
町

特
産
の
人
参
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
頁
数
で
す
が
、
町
民
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
広
報
誌
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
議
会
広

報
委
員
を
中
心
に
議
員
一
同
、
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

�

議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員
長　
水
口
昭
彦

記後集編

議 員 行 政 視 察
　

5
月
9
日
～
11
日
の
日
程
で
、

北
海
道
旭
川
市
・
仁
木
町
へ
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
本
町
の
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
導
入
し
て
お

り
、
運
用
に
つ
い
て
研
修
。
こ
の

I
C
T
パ
ー
ク
は
、
官
民
連
携
の

最
大
級
のｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
心
の
高
い
人

材
育
成
や
若
者
た
ち
が
世
界
に
羽

ば
た
け
る
場
と
し
て
活
性
化
し
て

い
る
。

　
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
5
年
連
続
受
賞
し
て
い
る
仁

木
町
議
会
だ
よ
り
の
編
集
運
用
に

つ
い
て
研
修
。
編
集
で
は
、
小
学

生
で
も
わ
か
り
や
す
い
活
字
を
中

心
と
し
、
幼
児
等
の
写
真
を
掲
載

す
る
な
ど
工
夫
し
、
見
て
も
ら
え

る
広
報
誌
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
パ
ー
ク
：
旭
川
市

仁
木
町
議
会
：
仁
木
町
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